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選考内容及び日程等について 

【選考内容及び日程】 

＜第１次選考＞ 

種 類 内 容 実 施 日 

筆 答 
教職教養及び思考力・判断力を

測る問題（択一式） 
6月25日（土） 【予備日：6月26日（日）】 

面 接 集 団 面 接 
7月2日（土）・3日（日）・9日（土）・10日（日）・13日（水）・14日（木）

のうち 1 日 

＜第２次選考＞ 

種類 対象となる校種教科等 内容 実施日 

筆 答 

小学校 
国語、社会、算数、理科、英語について

の専門テスト（択一式） 8月20日（土） 

【予備日：8月21日（日）】 中学校、養護教諭 

栄養教諭 

教科専門テスト又は専門テスト 

（択一式及び記述式） 

実 技 

小学校 水泳 
8 月 16 日(火)・23 日(火) 

のうちいずれか 1 日 

中学校 

音 楽 ピアノ弾き歌い、アルトリコーダー 8月20日(土) 

美 術 描写、立体 8月28日(日) 

保健体育 

水泳 
8 月 15 日(月)・22 日(月) 

のうちいずれか 1 日 

器械運動(マット運動)、球技、陸上競技 8月27日(土) 

英 語 リスニング、スピーチ及び英語による口頭試問 8月20日(土) 

面 接 全校種教科等 模擬対応及び個人面接 
8月24日(水）～9月中旬のうち 

１日 

＜結果発表＞ 

【採用先の決定について】 

第２次選考合格者に、採用先希望調査を実施し、豊中市教育委員会、池田市教育委員会、箕面市教

育委員会、豊能町教育委員会、能勢町教育委員会への採用先の決定を行います。 

ただし、必ずしも希望にそえるとは限りません。 

  

第１次選考： 8月  5日（金）予定  第２次選考：10月  7日（金）予定 

＊発表方法は、本人あてに合否を通知(郵送)します。 

（合格者の受験番号を午前10時当協議会ホームページに掲載予定） 

別紙 
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【選考区分・受験資格・選考方法】 

＊実技テストを設定している校種・教科に限る。 

  受 験 資 格 

共
通
要
件 

◯ 地方公務員法第１６条及び学校教育法第９条に該当しないこと。 

◯ 民法の一部を改正する法律（平成11年法律第149号）附則第３条第３項の規定により、従前の例によることとされている 

準禁治産者（心神耗弱を原因とするものを除く。）に該当しないこと。 

◯ 「出願に必要な免許状」を所有すること。 

＊令和5年（2023年）４月１日までに「出願に必要な免許状」を取得できなかった場合は、令和5年度（2023年度）大阪府豊能

地区公立学校教員採用選考テストの合格により得た一切の資格を失います。 

選 考 区 分 別 要 件 受 験 資 格 

第１次選考 第２次選考 

面接 筆答 面接 筆答 
実技 
＊ 

一般選考 ◯昭和52年(1977年) ４月２日以降に出生していること。 ○ ○ ○ ○ (○) 

障害者対象の選考 

◯昭和47年(1972年) ４月２日以降に出生していること。 

◯身体障害者手帳、療育手帳（障害者職業センター等の公的判定機関で知的
障害者と判定された者を含む。）、精神障害保健福祉手帳いずれかの交付
を受けていること。 

○ ○ ○ ○ (○) 

常勤講師等経験者対
象の選考 

◯昭和38年(1963年) ４月２日以降に出生していること。 

◯令和２年(2020年) ４月１日から令和４年(2022年) ３月３１日までの間に大阪
府内の国公立学校における講師又は養護助教諭としての勤務経験(常勤の
経験に限る。)がある人で、その勤務経験が令和４年(2022年) ３月３１日まで
に通算36月（３年）以上あること。(令和３年(2021年) ３月３１日までの通算年
数に、大阪府内の国公立学校における正規任用の教諭、養護教諭、栄養教
諭又は任用の期限を付さない常勤講師(いずれも、任期付き採用や臨時的任
用の場合を除く。以下「教諭等」という。)としての勤務経験(休職期間を除く。)
を含めることができる。) 

又は、令和２年(2020年) ４月１日から令和４年(2022年) ３月３１日までの間に
豊能地区内の公立小学校・中学校・義務教育学校における講師又は養護助
教諭としての勤務経験(常勤の経験に限る。)がある人で、その勤務経験が令
和４年(2022年) ３月３１日までに通算12月（１年）以上あること。(令和３年
(2021年) ３月３１日までの通算年数に、豊能地区内の公立小学校・中学校・
義務教育学校における教諭等としての勤務経験(休職期間を除く。)を含める
ことができる。) 

○  ○ ○ (○) 

現職教諭対象の選考 

◯昭和４７年(1972年) ４月２日以降に出生していること。 

◯令和４年(2022年) ４月１日現在、学校教育法上の国立学校、公立学校(大阪
府内の学校を除く。)、私立学校に教諭等として在職(休職中である場合を除
く。)しており､令和４年(2022年) ３月３１日までに通算24月（２年）(休職期間
を除く。)以上の在職経験があること。 

○  ○   

大学等推薦者対象の
選考 
（小学校、中学校「国

語」・「数学」・「理
科」「美術」・「技
術」・「家庭」） 

 
（小と中の併願はでき
ません） 

◯対象校種教科：小学校、中学校の「国語」・「数学」・「理科」・「美術」・「技術」・
「家庭」 

◯昭和４７年(1972年) ４月２日以降に出生していること。 

◯小学校又は中学校の「国語」・「数学」・「理科」・「美術」・「技術」・「家庭」の教
諭一種（専修）普通免許状取得の課程認定を受けている大学、大学院又は
教職大学院在籍者のうち、推薦要件を満たす者で、学長等が推薦する者。 

○  ○ ○ (○) 

大学等推薦者小中チ
ャレンジ対象の選考 
（小学校） 

◯昭和４７年(1972年) ４月２日以降に出生していること。 
◯小学校の教諭一種（専修）普通免許状取得の課程認定を受けている大学、

大学院又は教職大学院在籍者のうち、推薦要件を満たす者で、学長等が推
薦する者。 

（この選考区分は、小学校教諭と中学校教諭、両方の普通免許状を有する（所有見込含
む）者が対象です。） 

○  ○ ○  


